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（ はじめに ） 

 読む・聞く・体験する事によるインプットと、書く・話す・行動する事によるアウトプットを

繰り返す事で将来やってくる AI（人工知能）が人間の仕事を奪う大量失業時代に AI に

負けない自分の価値を作る本です。 

日々の仕事に追われる内に AI に仕事を奪われ寂しい人生を終えるか・・・ 

インプットをアウトプットに繋げて仲間を得て人間らしい生き方を謳歌するのか文字通り 

「あなたのこれからの人生はアウトプットの有無で決まる」 

｛ １．結局アウトプットが最強の武器である ｝ 

＊アウトプットする際に大切なことはインプットの時に出来るだけ生の情報を直接受取る 

  事、例えばアマゾンの戦略について発信したければゼフ・ベゾス自身の言葉に耳を

傾けるべきです（数多くのインタビュー、毎年の株主向けメモ）そしてアウトプットを続

けることでパーソナルブランドという何物にも代えがたい価値につながる、それこそが

この本を通じて皆さんに伝えたいことです。 

＊アウトプットの継続があなたをブランドにする 

経験や経歴を反映した発言に耳を傾ける事～テスラ社の CEO イーロン・マスクは 

「不可能なことを可能にしてしまう偉大な起業家」 というブランド。 

日本でもスーパークリエイターとして任天堂で 「スーパーマリオ」 や 「ゼルダの伝説」 

等の名作を手掛けた宮本茂は彼の熱狂的なファンを世界中に何百万人も作る事に

成功、ソニーも世界を席巻した 「ウォークマン」 の生みの親・大賀典雄、今も世界中

で愛される 「プレイステーション」 の生みの親は久夛良木健 

＊折角良い仕事をしていても誰にも知られていない人は沢山います 

私自身ウインドウズ９５を作った実績があると共にブログで発信しているからこそ今の

立場を手に入れることが出来ているのです。又アウトプットを続けることで自分自身も

成長してゆきます～ブログをやるなら実名で（米国では大半が実名であり炎上の際の

功罪は後程記述）                                      Ｐ １ 



＊人生はあなたが思う以上に短い                              

 NTT で働いていた同僚は修士号や博士号を持っている人ばかりで闘志や野望に燃

える優秀な社員が多くいたが暫くすると何故か皆丸くまとまってしまった。 

当時の NTT が株価時価総額世界 NO1 の超優良企業、私が NTT を辞めると伝え

たとき周囲から猛反対しかし私はこのままでは井の中の蛙つまり海外では通用しない

エンジニアになってしまうことが目に見えていた、そして本当にやりたいことをする為に

マイクロソフトに飛び込んだ。 

「もし今日が貴方の人生最後の日だったとしたら今日やる予定の事を貴方は本当に

やりたいか？」 これはスティーブ・ジョブズがスタンフォード大学で卒業祝賀スピーチ

自分の中にこの物差しが一つあると日々の行動やひいては人生が輝き最大の力が

出せるでしょう、人生は退屈な事をやっているほど長くはありません、好きなことで後悔

のない人生を送るためにもアウトプットしてみることは非常に有効です。 

＊アウトプットにリスクなんてない～日々の仕事と並行して投資するのは時間だけです。

信用はお金では買えませんが信用を高めておけばそれが仕事になるし、好きな事を

やっているから損得勘定抜きで楽しい。 

＊日本人のアウトプットに圧倒的に足りない２つの要素 

  私は 1989 年から約 30 年間米国のシアトルに住み仕事や講演で日本に帰る事も多

いが日米で際立っている事はコミュニケーション能力で高校 2～3 年生から目に見え

て米国に住む子供達は 「妙に大人っぽい喋り方をする子供達」 がクラスの三分の

一位現れお互いに競い合っている・文武両道見るからにリーダーシップ力が高い、日

本では出る杭は打たれるタイプ。この違いは ①プレゼンテーション ②ディベート

（討論）の授業の有無です。米国では ①を 8 歳ごろから ②は高校から始まる所が

多い、討論は特定のテーマを先生が選び賛成と反対の 2 チームに分かれ論理的に

主張する討論会、チーム分けは本人の意思に関係なく感情を抜きにして意見を構築

し主張するのがルール、テーマも容赦なくマリファナは合法化すべきか等も、相手を

言い負かす際も人身攻撃・感情抜きで冷静に論破、そういった 「討論のマナー」 を

学ぶ事が出来授業が終われば元の仲に戻り他愛のない事で笑い合える。 

～プレゼンは生徒が歴史や科学で調べたことを授業中に発表するトレーニングとして 

小学校の内から始められる。日本の学校では私の場合 「自分が調べたことを人前で

発表する機会が大学 4 年生になり研究室に入る迄ほとんどなかった」 日本ではネット

上でのコメント欄でしばしば炎上するのはこのような背景に起因すると考えています。 

～私自身米国に移り体験した事は同僚や上司の討論は正に 「超高速で回っている

大縄跳び」 でどうやって割り込むか全く掴めなかった。 

割り込めないと自分の望む仕事に行けず評価にも影響、経験、勘、度胸がモノをいう

世界で自発的にトレーニングして行くしかなかった。 

＊根っからの作文嫌いだった私が書くことに夢中になれた理由            Ｐ ２ 



～学校の国語教育特に作文教育に問題があり 「感情表現の前に情報伝達の面白

さを伝えた方が文章を好きになる子供が増える」 という根本の部分がチャンと定義も

理解されていない、つまり教育にビジョンがなかった。 

＊ハマれることを見つけ夢中になろう！それが熱を生む 

～あなたが 「この情報を伝えたい」 と云う 「熱」 さえ持てば文章のテクニック云々

抜きにしても十分様になるし人を引き付けます。 

先ずは 「何の為にアウトプットするのか」 と云う目的意識を持つことです。 

｛ ２．すべきことは 「書く」 ことから始まる ｝ 

＊私の文体を厳密に変えた 3 冊の本～① 「理科学の作文技術（中央公論社）」 は先

輩が教えてくれ 「文章とは情報を伝える為のツールである」 と云う本質を教えてくれ

た本 ② 「頭が良くなる “短い短い” 文章術」 はインプットとアウトプットの繰り返し

がＡＩに仕事を奪われかねない時代を生き抜く為の最強の勉強術である事を簡潔に

伝えてくれる良書、何かブログのネタはないかな？と云う気持ちがあるだけでいろん

な事が目に留まり踏み込んで調べる ③ 「文章表現は４００字からのレッスン（筑波書

房）～自分にしか書けない事を誰にでも分かるように書く」 この言葉こそブログを書く

楽しみのエッセンスが凝縮されています。 

ステップ １．「テーマを決める」 

「自分の好きな事をテーマにするのが一番です」 仕事でも可。 

「貴方にとってイースト菌は何か」 義父はパン職人でパン作りにはイースト菌が欠か

せません、義父がイースト菌の話を始めたらもう止まりません。 

喋りのプロでなくても好きな事に熱中している人の話は聞く人をグングン引き込み、心

を動かします。コンテンツの作り方として非常に上手いと感じるのはＮＨＫの 「プロフ

ェショナル仕事の流儀」 です。一般的に知られていない職人的な仕事に携わる人が

フィーチャーされハチミツ作り等に興味を持ち、本を買ってしまう等 

＊「百歳まで子供のまま」 が最強～好きな事をやっている、頑張っているつもりはない、

苦労を苦労と思わない、だから辛くもなく結果的に生産性が上がる、しかも高い評価

を受ければこんなに幸せな事はない。 

＊あなたにも必ず 「永遠」 のキャッチコピーがある～私が気に入っているブログにも使

っているのは 「永遠のパソコン少年」 当初は趣味でしたがマイクロソフトでウインドウ

ズのＯＳ開発等大きなプロジェクトに携わり今では自動運転に関わるソフトウエア開発、

少年時代と５８歳の今も変わっていません。私がマイクロソフトを辞めた大きな理由の

１つもマネジメント的な業務が増えていたからでした。 

＊自分では気付かない 「好きなこと」 の見つけ方～私の息子は料理のことであれば

頑張れる、という事にある日気が付いた、高校２年生で日本食レストランの厨房アル

バイト、典型的なブラック職場で他の高校生は直ぐに辞めるのに          Ｐ ３ 



何故か息子は何ヶ月立っても辞めない、それが親である私に伝わった事がラッキー

でした、その後大学も辞め料理学校に通い好きな事をして食べていく人生を送ってい

ます。 

＊ベーシックインカム（最低限暮らせるお金が毎月支給）で食べる為に仕事をしなくて

よい未来が来たらあなたは何をして生きていきますか？ それこそが 「好きな事」 の

正体です。次に 「アウトプットしてみる」 例えばブログを書いてみる、それが続くように

なったら本当に好きな事に出会えたことに、次は世間のニーズに合っているか分かる

ようになる 「石の上にも３年」 と云う諺もありますが気にすることはありません 「１ヶ月

以上無理せず毎日続くか」 これこそが貴方にとってリトマス試験紙になる。 

ステップ ２ 書くことが思い浮かばなければ 「心の声に耳を澄まそう」  

～何故読者に価値を感じて貰えたかは 「これは凄い！」 と感じたことは自分が熱く

語れるという事、日々のニュースで 「興味を持った部分」 を深堀してみるのは好きな

事がない人にとっても有効です。 

ステップ ３ 「読者」 を決める 

～多くの人に読んでもらう為には 「読まれる文章」 にする必要がある 「シンプルで読

み易く・分かり易い」 事、その為には文章全体を最短に専門用語も最小にする。 

ステップ ４ 「書く場所」 を決める 

～私がお勧めするのは 「ブログ」 です、一般の方ではブログでわりと力を入れて書き

つつ、ツイッターでブログのエッセンス１４０字以内で呟いてブログに誘導する流れが 

スムーズでしょう、又ツイッターのアンケート機能を使うと役立つ事が少なくありません

面白いのはフェイスブックのグループ機能、招待制で文面を共有できるメンバーの管

理が可能、私が今からブログを始めるとしたら、 ㈱ピースオブケイクの運営する 

「noto」 と云うサービスを選びます、良質な記事を書くと運営の方が直接宣伝してくれ

濃いファンが付き易いよう発信者をバックアップしてくれる可能性が高い。 

＊読者が欲しいのは名文ではなく 「明文」 何を伝えたいかハッキリしている文章で順

序立てて必要なこと事は漏れなく明快で簡潔な文章、結構難しいのは “一体何が

本質か” を見定める事、最初に結論を云えば集中力が強い内に先ずそれが頭に入

り疑問が浮かんだところで回答を出すことで因果関係もスッキリ頭に入ってくる、受け

手にキチンと伝わる合理的な文章を意識しましょう。 

＊結局アウトプットが最強の情報収集である、そして最も重要な事はアウトプットを継続

することです、インプットとアウトプットは車の両輪です。 

私の場合アップルやテスラだったりですが貴方の好きな会社や分野等、何でもいい

ですが大事なことはそれを継続的に発信していく事で知識が蓄えられコメントに深み

が増しアウトプットの価値が深まり何年も続けていくとタイトルの書き方やテーマの選

び方・書き方のティスト・文量等細やかなノウハウが身に付きます。 

＊アウトプットは仮説でＯＫ～私の中でズーと答えのない疑問があった       Ｐ ４ 



 “何故日本のソフトウェアは米国に敵わないのか” 米国では政府補助ベンチャー主導

で成長、日本は官僚主導で巨大なＩＴ企業が大規模なソフトウエア開発を受注し、

実際は下請けの中小企業が行うまるで建設業界の様な構造が出来上ってしまった

日本のＩＴ企業はコスト・スピード面等海外で通用する訳がなく家電業界に迄影響を

及ぼした最も致命的なのは日米に於けるソフトウエアエンジニアの扱いの差で日本

は最もキツイ・厳しい・帰れない新３Ｋと云われる位に厳しい労働環境、更に派遣制

度で地位を低下させている。日本が米国にかなわない理由は社会構造や政治が複

雑に絡んでいる、この話の続きをブログに書いたら読者同士のポジティブな炎上が起

こり内情まで知ることが出来た、これらは今の様なＳＮＳ全盛の前の事です。 

＊インプットの極意は 「当事者意識にあり」 ～インプットの質を飛躍的に高める方法は

ズバリ 「モノやサービスを買う」 という行為、テスラ社の電気自動車モデルＸを買い

それ迄は移動する為の道具だったがテスラ車のソフトウエアは定期的にアップグレー

ド、それ迄の車は購入後に新しい機能が追加される事はなかった、テスラ車はまるで

スマホのＯＳがアップデートされるように進化、オートパイロット機能や緊急ブレーキ・

オートパーキング機能が購入後に追加・自動運転が可能になってからは道路上での

実験が楽しみになりました。ＣＥＯイーロン・マスクの強い思いが圧倒的に便利な電気

自動車を普及させることで 「化石燃料に頼らないで維持できる世界を作り出す」 と

云う野望を持っている、テスラ車を買う時に会社の株も買う価値があるかを検討して 

「これは世界を変える」 と思い投資したら株が上昇し購入額を上回る差益が出た。 

  任天堂の 「ニンテンドウスイッチ」 発売時に株の投資をするも値下がりしたが遊べ

るのが楽しい、又スイッチを使い新しいアイディアや改善点が思い浮かびます。 

  ビットコインを持ったらこれ程意識が変わるものかと驚き、しっかり勉強した結果投機

的要素が強過ぎて危険と判断し直ぐに売却、要は 「積極的に拘る」 ことでインプット

の濃度は飛躍的に高まり当事者意識の獲得の１つの鍵になります。 

＊インプットは好奇心が命、普段自分がしないことをする 

～新宿と大阪にある 「ＶＲＺＯＮＥ」 は最先端のＶＲ技術と独自の体験マシーンを

組み合わせたＶＲゲーム施設で私にとって一生忘れられない体験になりました。 

ヘッドマウントディスプレイを着装しエアロバイクの様なマシーンに跨るとバーチャル

空間にはボロボロの翼が付いた人力飛行自転車に跨っている自分がいた、そして遥

か彼方にある山頂にあるゴールに向かって自転車を漕いで飛行、これでもかと云う位

落下のスリルを感じこれ迄の体験とは一線を画する没入感を感じた。 

  「Amazon go」 は無人のコンビニで欲しい商品を手に取って店を出るだけで買い物

が完了する仕組みで、２０１８年１月シアトルの１号店で体験 「顧客にとってユーザー

体験が最高」 という事に尽き圧倒的な違いだった。 

＊段落は読者への 「愛」 である～ワシントン大学で MBA を取得した時米国の大学や

大学院では大量の本や論文等を読まされ授業はいきなり質疑応答、       Ｐ ５ 



 その為に前もって資料を読んでいないと全くついていけません、読んでいない生徒が

いたらクラス全員から冷たい視線で帰ってもよい等と云われる、何らかの“速読術”が

必要で本の最初と最後の章だけとか最初と最後の段落だけ、その時間もなければ最

初の分だけ読む速読の技であると同時に文章を書く際に意識すべきポイントです。

同時に 「１つの段落で伝えたいことは１つに絞る」 のが鉄則。 

＊常に正しい情報リテラシーを持ち続ける為に～大手マスコミの発信も百％鵜呑みに

しない。日米での大きな差の１つは 「記者の署名の有無」 記者生命が終わるリスク

がありしっかりエビデンスの明快な記事が求められる。米国では各社のオーナーが特

定の主義主張（保守か革新）の意思に沿ったものとなり民主党・共和党何れの支持

かハッキリする、日本では 「公正中立」 が建前で返って混乱を招く可能性があり、

例えば朝日新聞は政権に批判的で読売新聞は政権に近く事実と憶測がごちゃ混ぜ

になる可能性があり自分がアウトプットする際も出来る限り一次情報を掴みたいもの。 

｛ ３．「書く」 を深め自分をプロデュ―スする ｝～メディアの構成では東洋経済

オンラインに学べ～会員登録不要・無料で全て読める。２０１８年５月の総ＰＶ数は３

億８千万超と発表、ビジネスニュースサイトで不動の地位を築いた。 

＊ブログを長年書くことで得たものは ①対象となる読者層を決める ②その人達に喜

んでもらえるトピックを選ぶ ③そのトピックを書くのに適した筆者を選ぶ ④必要なサ

ポートを提供する ⑤筆者のモチベーションを高め締め切り以内に書かせる ⑥筆者

が書いた文章がより多くの人に読まれる為の工夫をする等、私は１０年位で身に付き、

プロデュース能力はブログを始めて２～３年経ったころ気付いたが、この本のヒントを

意識すればもっと早く身に付くでしょう。 

＊アウトプット実践論２００字で解説してみよう 

～文章が上手くなるには事実（情報）の伝達に絞ってトレーニングすべきです～ 

良い読書感想文として求められる感情や情報の伝達は高度なテクニックです。 

自分がチャンと理解できない人に限って 「分かりにくい文章」 を書くものです。 

＊中島式超文体修業はウイキペディアのリライト作業です～今ではウイキペディアの解

説文が豊富に手に入るのでそれを題材に 「短くまとめる」 「改良する」 等繰り返す。 

＊ビジネスメールや文書はこう書く～２０００年にビルゲイツから最高責任者を引き継い

だスティーブパロマ―は当時１プログラマーの私が複雑な事を仲介してほしいと依頼

したところ彼からの返事は 「will do」 であり、強い衝撃を受けた。 

｛ ４．「話す」 アウトプットで相手を一気にフアンにする ｝ 

＊良い会話とは～「相手の言っていることをキチンと聞く」 そして 「聞いている事を明ら

かにする」 当たり前のことで、久米宏さんはこのコミュニケーションがとても上手です

適当にアドリブを入れたり、それでいて聞きたいことを聞くスタイルで       Ｐ ６ 



 見ていてとても分かり易く心地よい、聞く話すは７対３位の目安で相手の話を多く聞く 

＊初対面の話題に天気はいらない 

いきなり 「その人が普段何をしているのか」 「どういう仕事をしているのか」 と云う事

から聞く、これはなるべく早く相手がハマっている事を聞き出し、自分がハマっている

こともいち早く伝え会話に意味を持たせたい。突くといくらでも出てくる 「話題のツボ」 

があります、相手と自分の好きな事を話し合うスタンス・環境を作っている。 

＊人に話す事が最高のインプットに、２０１８年５月青山学院大学で 「シンギュラリティ 

と自動運転車」 のテーマで講演・自動運転車は人々のライフスタイルや街の姿を 

大きく変える意味でとても重要な役割を果たします。 

最も進化しているテスラが現在レベル３ 「条件付き自動運転」 のレベルで技術的に

は２０２０年頃レベル４に 「高度自動運転」 レベル５ 「完全自動運転」 が実現できる

と予想、一般に普及されるのは更にその先で自動運転が一番難しいのは一般道路で

の中速運転（時速２５～６０km）ちなみに自動運転社会とは 「無数の自動運転車をイ

ンターネット上のＡＩが 「群れ」 として普通に配車サービスを行う社会です。 

事故は減り、渋滞は無くなり、街から駐車スペースが消え、人々は移動中の時間に運

転以外の有意義なことが行えるようにそんな時代で利益を上げる事が出来るのは 

「自動運転サービス」 を提供する会社だけで既存の自動車メーカーにとって最大の

ライバル、このとてつもない変化はこれから２０年かけて着実に起こっていきます、又

大規模なインフラ整備が必要で東京の様な大都会に導入するコストはかかり過ぎで

ニーズのある過疎地で丁重に立ち上げノウハウを溜め込み少しずつ市場開拓するの

が賢い選択と思います。 

  中国共産党の独断で作られた全く新しいメガシティ等に大きく遅れをとる可能性もあ

るので遷都を含めた大胆な政治決断が必要等、講演後の質疑応答である参加者か

ら 「アマゾンダッシュボタンの様なデバイスを使いボタン一つで病院に連れて行っ

てくれるようにすればよいのでは？」 と云うアイディアが出た。 

洗剤の 「アタック」 とか 「南アルプスの天然水」 は専用のアマゾンプッシュボタン

をプッシュするだけで注文が完了するのでこの提案はとても秀逸だと思いました。 

又福井県の鯖江市は市長が高齢化に危機感を持ち先進的なアイディアに耳を傾け

てくれるのでそんなサービスの実証実験をするには良いかもしれないと云う意見も頂

いて思わぬ最適解つまりインプットを得ることが出来とても印象的でした。 

＊興味ある分野が同じ対象の人との対話は 「思考のイノベーションを生む」 

 人がマイカーを持つ理由として ①財産になる ②ステータスシンボル ③いつでも好

きな時に使える ④パーソナルなスペースを持てる 私がモヤモヤしていたのは ④

で堀江貴文さんと対談中に彼の発言でバラバラだったパズルが一気に組み合わさり 

「自動車のセェアリングに於けるパーソナルスペース問題」 を解決するイノベーショ

ンが生まれた・低速で動く軽量の電気イスの様な（ホンダのＵＮＩ・ＣＵＢ）    P ７ 



アイシンの「ＹＹ・Ａ」 の様なものでパーソナルモビリティに行き先を入れるだけで       

 中距離以上であればより大きな自動運転車を呼び出し、それに乗り込んで行先を入

れるだけで行き先の近くまで連れて行ってくれる、行き先を指示する際に時間優先・

値段優先・プライバシー優先等の指定もできるので小型自動車で自家用と同じよう

な個人の空間を持つことも可能、但しこの斬新なアイディアは数多くの障害を乗り越

える必要があります。自分の中でモヤモヤしている事を人に話すことにより意外なイン

プットが得られる可能性は十分あるのです。 

｛ ５．「話す」 を深めて自分の価値を最大化する ｝ 

＊世界的なＣＥＯはアウトプットも超一流 

～会員制の倉庫型店舗のコストコは個人の年間会費５千円を支払うとメンバーに対し

安く仕入れて安く売る、他の小売業と大きく違うのはそのカルチャー“規則”の存在で 

１５％を超える利幅のある商品は取り扱い禁止、象徴的エピソードとして人気ブランド

のジーンズを２５ドルで仕入れ２９ドルで販売、あっという間に売り切れ、そこで大量仕

入れ値は一挙に１９ドルに下がったので２４ドルで販売した。 

  他社は何故それを真似できないか？との問いにＣＥＯのクレイグは小売業の生命線

は 「如何に安く仕入れて高く売るか」 の部分にかかっていて企業の文化になってい

る、安く仕入れたものを安く売る事は彼等には絶対できない、何故なら彼等の本能に

なってしまうから。 

 「多くのベンチャー企業が失敗する理由の一つにコミュニケーション不足がある」  

本来企業は経営者のビジョンに共感するスタッフが集まり創意工夫してビジネスを形

作っていくものでコミュニケーションは極めて重要であり思想のアウトプットはリーダー

に欠かせないもの＝そんなことを世界的なＣＥＯ達から感じた。 

＊聡くん 「エールチューバ―」 になる 

～2018 年 1 月にデビュー動画は 3～4 分程度で構成にはひと一倍拘り自分で作成、

アクセスは放置していてもジワジワ増えているので“時間を経ても需要のあるテーマ”

知識不足で損をしてしまう事や生きていく上で大事なのに学校では教えてくれない事

を研究し取り上げていきたい。 

＊プレゼント講演の良し悪しは 「おみやげ」 の質で決まる～米国人のほとんどは聞く人

達の目を見ながら堂々と・・・日本人は殆どスライド上にある文字を順に読んでいくだ

け、私の感覚では全体のトップ 20％に入る優秀な人材の日米比較では米国人のほ

ぼ全員がプレゼンに長けて日本人は下手な人の割合がグーンと高い、良いプレゼン

とは 「最も伝えたいメッセージをシンプルに分かり易く、情熱的に伝えること」 に他な

りません、私はこのことを 「おみやげ」 と呼んでいます、つまりプレゼンや講演を聞い

た後に 「何か」 残ること。 

＊人前で話すときに注意していること                            P ８ 



～予め内容を丸暗記するより相手の興味や理解度に応じて適切な言葉を選んだり重

要なポイントを繰り返したりして進める事が大事で 「絶対に伝えたいメッセージはこ

れ！」 と決めていると案ずるより上手くいく、全てを完璧にこなす必要はありません。 

＊最高のプレゼン資料の作り方～ズバリ “大事な事が書かれていない資料” です。 

本当に大事なことは 「あなた自身の口からアウトプットする」 必要がある。 

聞いている人にメッセージを直接伝えることです。 

言い方を変えるとプレゼン会場に居なかった人が見たら 「このプレゼンは何を言いた

いのかサッパリ分からない」 と思われるような内容が正しいプレゼン資料の作り方。 

プレゼンに来られなかった人に渡す場合の資料は中身が分かるように別途作成する

本当に良いプレゼンとはスライドなしでも出来るものです。 

＊改めて 「良いプレゼン」 とは～初心者にありがちな失敗とは  

① 自分のプレゼン技術を気にし過ぎて上がってしまう 

② 「情報が多い方がよい」 と勘違いしてスライドを文字で埋め尽くす 

③ その結果、観客でなくスライドに向けて語りかける形になってしまう 

④ 結局何が言いたいのか全く伝わってこない（日本の 8 割はこの現状） 

但し、観客は 「未熟なプレゼン」 には寛容で心配する必要はない。 

逆に 「何を伝えたいのか分からないプレゼン」 を観客は許してくれません。 

～先ずは自分が伝えたいポイントは多くても 3 つと決める～ 

１． 冒頭のスライド 1 枚にそのポイントをまとめ 「今日私が伝えたいのはこれです」 と 

２． 伝えたいポイントは何枚かのスライドを使って丁重に説明 

３． 最後に 「今日私が伝えたかったポイントはこれです」 と纏めのスライドで繰返す 

スライド文字の大きさは 30 ポイント６～7 行が限度、ラストのスライドは文字を極力

少なくして観客の注意を自分に引き付ける。 

＊ジョブズは何故プレゼンの神であり続けるのか 

～特に初代の iphone 発売時のプレゼンは最高のクォリティ 「2 年半この日を待ち続

けていた、数年に一度全て変えてしまう新製品が現れる、それを一度で成し遂げる

ことが出来れば幸運だが」 から始まり 「今日は 3 つの革命的なデバイス、先ずは

ワイド画面でタッチ操作のできる新しい ipod 二つ目は革命的な携帯電話、3 つ目

が革命的なインターネットコミュニケーション通信機」 聞く側は 3 つの製品の発表

と思うが 「これらは一つ！名前は iphone」 その途端、会場は熱気の渦、ジョブズ

は実に綿密な計算で極端に文字は少ないスライド、ジョブズ自身の口から伝える。 

 商品情報・新しいトピックスに移る前にスライドより一歩先に話始める手法等のテク

ニック～やはり、先ず見るべきはジョブズのプレゼンです。 

｛ ６．皆が一番知りたい 「続ける」 技術 ｝ 

＊アウトプットが続く人、続かない人の違い                       P ９ 



～アウトプットが続かないのは 「テーマが貴方にとって魅力がないから」 です。                         

＊自分で自分のプロヂューサーになる、主人公は貴方、次に必要なのは 「自分に何を

語らせたら面白いか」 を見抜く事 

＊ファンとの交流が継続の最高のモチベーション 

＊炎上との正しい付き合い方 

～殆どは日常生活の鬱憤晴らしで寂しい人達です（1％位価値ありです） 

＊「面の皮」 は厚いに越したことはない～発言者自体が気に食わないという個人攻撃

だから毅然としていればいい、もしネガティブな感情に耐えられない人はフェイスブッ

クのグループ機能等、があるていどクローズドな空間でアウトプットもできます。 

（ あとがき ） 

高度成長期の社会常識が今や世界では通用しない日本企業は国際競争力を失った。 

人工知能等で更に加速します 「何か自分が夢中になれるものを一つでも見つけブログ 

で発信し続ける」 事に尽きます。 

それでこそ勉強し続け他人から評価される人になる事が出来ます。 

                                               （ 完 ） 

  


